
国交省

情
報
配
信
や
専
門
家
育
成
な
ど

国
土
交
通
省
は
U
年
度
、
自
治
体
の
下
水
道
事
業
に
情
報
通
信
技
術

(
I
C
T
)

を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
支
援
組
織
「
下
水
道
I
C
T普
及
促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

(
仮
称
)
」
を
立
ち
上
げ
る
。
関
係
す
る
民
間
企
業
や
研
究
機
関
と
連
携
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
配
信
や
研
修
会
を
通
じ
て
専
門
家
の
育
成
な
ど
を
実
施
。

第
三
者
が
自
治
体
に
代
わ
り
技
術
を
評
価
・
推
奨
す
る
仕
組
み
も
導
入
す
る
。
下
水

道
関
連
企
業
や
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
力
を
入
れ
る
I
T企
業
な
ど
は
自
社
技
術
を
自
治

体
に
売
り
込
み
ゃ
す
く
な
り
そ
う
だ
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設

立
は
、
お
日
に
開
か
れ
た
有

識
者
会
議
「
下
水
道
に
お
け

る
I
C
T活
用
に
関
す
る
検

討
会
」
(
座
長
・
山
田
雅
雄

中
部
大
客
員
教
授
)
の
最
終

報
告
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

多
く
の
自
治
体
が
財
政
難
で

職
員
数
の
削
減
も
進
む
中
、

国
交
省
は
産
学
官
で
つ
く
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ

て
技
術
の
高
度
化
と
維
持
管

理
の
効
率
化
に
役
立
つ
I
C

T
を
下
水
道
事
業
に
普
及
さ

せ
た
い
考
え
だ
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機

能
は
、
マ
情
報
配
信
マ
技
術

開
発
マ
人
材
育
成
マ
事
後
調

査
マ
ユ
ー
ザ
ー
評
価
マ
技
術

評
価
マ
検
討
支
援
!
の
7
項

目
で
構
成
す
る
。
う
ち
情
報

配
信
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
企
業
の
最
新
の
技

術
開
発
動
向
の
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
技
術

開
発
で
は
産
学
官
の
共
同
研

究
体
制
を
整
備
し
、
自
治
体

の
ニ
!
ズ
に
応
え
ら
れ
る
新

技
術
の
開
発
を
目
指
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設

立
は
、

I
C
T
に
詳
し
い
人

材
が
不
足
が
ち
な
自
治
体
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
補
完
す
る
目
的

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
研
修

会
や
技
術
サ
ロ
ン
な
ど
を
通

じ
自
治
体
向
け
に
専
門
家
の

育
成
を
行
う
。
企
業
の
保
有

技
術
を
自
治
体
に
代
わ
っ
て

第
三
者
が
評
価
・
推
奨
し
た
十i』

り
、
資
料
提
供
な
ど
に
よ
る

検
討
支
援
を
行
っ
た
り
し

て
、
自
治
体
の
導
入
技
術
の

品
質
を
担
保
す
る
。

さ
ら
に
I
C
T導
入
後
の

追
跡
調
査
を
行
い
、
改
善
の

取
り
組
み
状
況
を
実
績
と
し

て
整
理
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
そ
の
情
報
を
共
有
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

I
C
T

を
導
入
し
た
自
治
体
か
ら
の

ユ
ー
ザ
ー
評
価
も
収
集
・
配

信
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

国
交
省
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
ほ
か
、
す
べ
て
の
公
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
一
水
道
運
営
の
効
率
化
な
ど
に
一

的
下
水
道
施
設
情
報
を
電
子
一
(
仮
称
)
」
も
同
年
度
に
本
一
役
立
て
て
も
ら
う
。
一

化
し
て
ま
と
め
た
「
下
水
道
一
格
稼
働
さ
せ
、
自
治
体
の
下
一

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14.信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13.建設通信
⑬建設工業
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